平成1６年度　第１回　デジタル３種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (小計20点)
(1)　図－1に示す回路において、抵抗R1に加わる電圧が10ボルトのとき、抵抗R3で消費する電力は、（　ア　）ワットである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　18　　②　20　　③　24　　④　30　　⑤　36
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(2)　図－2に示す回路において、端子ａ－ｂ間に30ボルトの交流電圧を加えたとき、抵抗Rに流れる電流が3アンペアであった。この回路の誘導性リアクタンスXLは（　イ　）オームである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　6　　②　8　　③　10　　④　12　　⑤　16
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(3)　コイルを貫く磁束を変化させると、その変化を妨げるような方向に（　ウ　）が発生する。

　(5点)
	　①　磁気ひずみ　　②　磁気抵抗　　③　起電力


(4)　断面が円形の導線の抵抗値は、導線の長さを9倍にしたとき、直径を（　エ　）倍にすれば、変化しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　
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　　③　1　　④　3　　⑤　9


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　（　ア　）は、印加電圧の上昇に伴って抵抗値が減少する非直線性の素子であり、その特性を用いて電話機回路における衝撃音の防止などに用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　サーミスタ　　②　バリスタ　　③　コンデンサ


(2)　図－1に示す回路に、図－2に示す波形の入力電圧Viを加えると出力電圧Voは、（　イ　）の波形となる。ただし、ダイオードは理想的な特性を持ち、｜V|＞｜E｜とする。　　　　　(4点)
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(3)　ホトダイオードは、（　ウ　）電圧を加えたダイオードのPn接合面に光を当てると、光の強さに応じた電流を生ずる半導体素子である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　逆方向　　②　順方向　　③　ベース　　④　ゲート


(4)　ダイオードの動作特性を用いて、入力信号のひずみ部分を削除したり、必要な信号波形部分のみを取り出す機能を有する回路は、（　エ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　帰還回路　　②　エミッタホロワ　　③　クリッパ　　④　コンバータ


(5)　トランジスタに電圧を加えて、ベース電流が30マイクロアンペア、コレクタ電流が2.87ミリアンペア流れているとき、エミッタ電流は、（　オ　）ミリアンペアとなる。　　　　　　　 (4点)
	　①　2.30　　②　2.57　　③　2.84　　④　2.90


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　 次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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	　①　A　　②　B　　③　A+B　　④　B+C　　⑤　C+A


(2)　 表－1は、2入力の論理回路における入力論理レベルA及びBと出力論理レベルCとの関係を示した真理値表である。その論理回路の理回式が、
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で表されるとき、表中の出力レベルW、X、Y、Zは、それぞれ（　イ　）である。　　　　(5点)
	　①　0,0,0,1　　②　0,0,1,1　　③　1,0,1,1

　④　1,1,0,0、　⑤　0,1,1,1　　⑥　1,0,0,0
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(3)　図－1の論理回路において、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。　　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　図－2の論理回路は、入力a及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、（　エ　）の論理回路に置き換えることができる。 (5点)
	　①　OR　　②　NOR　　③　AND　　④　NAND　　⑤　NOT
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図において、電気通信回線への入力電力が（　ア　）ミリワット、その伝送損失が1キロメートルあたり1.5デシベル、増幅器の利得が20デシベルのとき、電力計の読みは、16ミリワットである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。　　　　　　　　　　(5点)
	　①　16　　②　32　　③　160　　④　320
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(2)　平衡対ケーブルを用いて構成される電気通信回線間の電磁的結合による漏話は、心線間の相互誘導作用により被誘導回線に電圧を誘起させるために生ずるもので、その大きさは、誘導回線の電流に（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　反等しい値となる　　②　比例する　　③　反比例する　　④　影響されない


(3)　特性インピーダンスの異なるケーブルを接続し、電気通信回線として使用したとき、その接続点において信号の（　ウ　）現象が生ずる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　反　射　　②　鳴　音　　③　放　射　　④　共　振


(4)　（　エ　）ミリワットの電力を絶対レベルで表すと10〔dBm〕である。　　　　　　　 (5点)
	　①　1　　②　5　　③　10　　④　20


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　標本化定理によると、サンプリング周波数を、信号に含まれている（　ア　）の2倍にすると、元のアナログ信号の波形を再現できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　最高周波数　　②　可聴周波数　　③　ベアラ速度　　④　最低周波数


(2)　PCM方式においては、アナログ信号をデジタル信号に変換する過程で量子化雑音が生ずることや、振幅変調方式などと比較して、必要とする（　イ　）が広くなること等が特有の欠点となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　サンプリング対象　　②　伝送周波数帯域　　③　パルス幅　　④　スクランブル域


(3)　6メガビット/秒の伝送が可能な回線を利用すると、4,800ビット/秒の信号を最大（　ウ　）チャネルまで多重化することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　1,250　　②　2,500　　③　5,000


(4)　光ファイバ伝送方式では、搬送波のスペクトラムに幅があるので、一般的に、光を（　エ　）変調することにより信号を伝送する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　周波数　　②　強　度　　③　位　相


解答

第1問（ア）①　（イ）②　（ウ）③　（エ）④

第2問（ア）②　（イ）④　（ウ）①　（エ）③　（オ）④

第3問（ア）⑤　（イ）③　（ウ）④　（エ）④

第4問（ア）③　（イ）②　（ウ）①　（エ）③

第5問（ア）①　（イ）②　（ウ）①　（エ）②
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